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概要   

日立製作所における電子図書館への取り組みと，その特徴的なシステム概念および試作したプロトタイプについて紹  

介する．われわれの重視するはシステム概念は，エンドユーザの「情報活動」全体を支援する情報処理環境としての  

「仮想個人図書館」である．単なる情報の検索の支援のみならず，情報の入手後の再編集，整理，共有，利周を一貫し  

て支援する情報処理環境を提供することが狙いである．とくに情報の仮想的な個人化機能について焦点をあてる．入  

手した情報を個人書架に仮想的に保存したり，入手情報を切り取って仮想的なスクラップブックを作って保存する機  

能，およびそのエーザインタフエースについて述べる．また，文書認識技術を応用した文書検索技術についても述べ  

る．ユーザは目次の認識結果を検索して，本文を参照することが出来る．  
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1．はじめに  

マルチメディア情報処理技術，マルチメディア通信技術，大容量記憶装置技術などの進展，およびマルチ  

メディアパソコンの高性能化と低価格化により，次世代の魅力的な情報システムの一つとして，「マルチメ  

ディア電子図書館」の研究開発が，日米欧で進められている［1－7】．これらは世界規模の計算機ネットワー  

クに接続され，文献や資料などの膨大な知的財産を蓄積する情報蓄積・検索サービスシステムである．現  
在は紙ヤフイルムなどの媒体に記録されている膨大な情報を逐次電子化（ディジタル化）し，テラバイト  

級の巨大なマルチメディアデータベースを構築することも技術的には現実のものとなりつつある．これら  

が実現されれば，ネットワーク全体は実質的に巨大な「マルチメディア情報の蓄積貯蔵庫」となる．   

すでに，インターネット上には多数のWWW（Ⅵbrld－WideWeb）情報蓄積サーバが構築されており，そ  

のためのクライアントソフトウェアを用いれば，それら世界中のサーバにアクセスして諸々の情報を居な  
がらにして入手することができつつある．しかしながら，誰もが容易に検索してそれら情報を自分のもの  

としたり，再利用しながら知識の再生産をするためにはまだまだ解くべき課題も多い．   

ここでは，「マルチメディア電子図書館」のシステム概念と課題について概説するとともに，著者らが試  

作中の電子図書館プロトタイプシステム”Cornucopia”（コーヌコピア）と関連する技術について紹介する・  

2．マルチメディア電子図書舘   

「マルチメディア電子図書館」とは，インターネットなどの世界に開かれたネットワークに接続され，世  

界に情報を発倍する新しい情報サービスシステムの概念である．マルチメディア電子図書館システムは，歴  

史的・文化的に価値のある古文書，美術作品，文献，フイルムなどの，人類の膨大な知的財産を電子化し  

て，検索可能なマルチメディア情報として蓄積・管理する．さらに，ビデオやコンピュータグラフィック  

スで表現された最近の情報も重要な知的財産であり，電子図書館システムでは蓄積・保存の対象となって  

いくと考えられる．   

マルチメディア電子図書館システムは，多少単純化すると，情報の人丸蓄積，検索，配送，課金など  

の機能を備える，以下の4つのサブシステムで構成される（図1）．  

囲1 マルチメディア電子図書館システムの構成  
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（1）メディア変換サブシステム  

メディア変換サブシステムでは，古文書，書籍，文献，資料などの文書情報，さらには写真や映像，音  

声（音楽）といったマルチメディア情報を電子化（ディジタル化）してマルチメディアデータベースに登  

録する．テキストを主とする文書では，文字をOCRで読取り，その結果のテキストデータを全文検索用  

のデータとすることも考えられている．データ圧縮しながらも原本を忠実に再現するディジタル化技術や，  

古文書の染みなどを回復する「デイエイジング（de－aging）」技術［8］などが重要である．   

検索を可能にするためには，それぞれの情報に対して，タイトル，主題，作成者，出典などの書誌情報  

（属性情報）を入力する必要があり，データベース構築上の大きなコストを占めている．従来，人手によっ  

て行われるこのインデキシング作業は，パターン認識などの情報処理技術によって自動化することが考え  

られている．文書情報に対する文書認識の応用［9】のほか，将来は，写真や図形の内容検索［10］，あるいは  

動画や音声の内容検索［11］のための特徴抽出もこの部位で行われるようになろう・   

情報の自動分類や，情報相互間の関連性（ハイパーテキストリンク）の自動抽出は蓄積情報の付加価値  
を高める．ユーザ自らが分類したサンプル文書（教師付きサンプル）からルールを学習して，テキスト文  

書を自動分類する方法が研究されている［12］．これらの技術により，個人の関心事（興味）に関するプロ  
ファイル（interestproRle）をシステムに登録しておき，そのプロファイルに合致する情報やそれに関連す  

る情報を利用者に自動的に配信する情報フィルタリングサービスを実現することができる．  

（2）蓄積一検索サブシステム  

マルチメディアデータベースは動画，静止画，文書などのマルチメディアデータを膨大に蓄積・管理し，  

要求に応じて情報を配信する．将来的には，テラバイト級の容量，数億件の超大容量データを蓄積し，同時  

に1，000クライアント以上の要求に実時間でこたえる必要がある．巨大データの蓄積にはディスクアレ一  

装置や光ディスクなどを用いた3次記憶装置が，検索には超並列コンピュータがそれぞれ利用されるよう  

になろう．   

検索サーバには，分類型の検索や，自由な単語からの高速な全文検索が必要である．筆者らの開発した統  

合文書情報システム”Bibliotheca”（ビブリオテカ）は特に日本語情報の高速な全文検索を可能にした［13］．  

あいまいな情報からの意味的な知的検索［14】や，静止画や映像，または音声などのマルチメディア情報  

の内容からの「マルチメディア内容検索」は現在盛んに研究されている［1］．カーネギーメロン大学では  

InfbrMediaプロジェクトの一環で音声認識や画像処理技術を応用したビデオ情報の自動インデキシングや  

自動抄録の研究を進めている．カリフォルニア大学バークレイ校では，概念からの写真の内容検索を実現  

するための画像処理技術を研究している．  

（3）所在検索サブシステム  

電子図書館は世界中に多数構築されて行くので，自分の欲しい情報がどの電子図書館にあるかを知るこ  

とがまず必要である．所在情報データベースはネットワークに結合され，どのような情報がどの電子図書  

館に存在するのかを記録・管理する．現在，世界中のネットワークに分散する情報を検索するシステムと  

して，すでにYahooやLycos，あるいはInfbSeekといったシステムが稼働している．しかしながら，これ  

らが世界中のすべての情報の在り処を探せるかどうかは不明であり，たとえば，将来は，このような所在  

サービスシステム同士が多数連携し合って，世界中の情報を分担しながらサービスするような方式も考え  

る必要がある．  
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このようにボインタだけを持った所在サービスシステムは「仮想電子図書館」と見ることもできる．こ  

のようなシステムは専門分野ごとに多数登場し，競い合って「権威」ある書誌情報をサービスしていくよ  

うになるであろう．あるいは，世界中に散逸してる（分散管理されている）古美術品を仮想電子図審館が  

あたかもすべてを管理しているがごとく，利用者に提供することもできよう．   

このようなシステムは図1のように，必ずしも「電子図書館」の中にある必要はなく，独立した機関とし  

て存在するようになろう．あるいは，逆に，大きな企業などの組織ではその組織内にこのような所在サー  

ビスシステムを独自に持つようになると考えられる．最新の情報のボインタを常に世界中から集めること  

は「情報組織化」の一つである．  

（4）クライアント  

利用者は自分のパソコンのスクリーンから世界を覗いて世界の情報を手に入れるとともに，その情報を  

分類整理したり，あるいは一緒に仕事をしている仲間との間で情報のやり取りを行いたい．集めた情報を  

分類，整理（取捨選択）したり，注釈（アノテーション）を書き込んだりすること，さらにはそれを適切  

な人に回覧することは，実は「情報活動」の中で，非常に重要な意味を持っている．電子図書館を語ると  

きに焦点となる情報の山から適切なものを選び出す「検索」と劣らぬほどの重要性を持つと考える．   

このような機能を黄終的に利用者に提供するのはクライアントソフトの役割である．世界中の情報があ  

たかも自分の手元にあるような感覚を与えるようなインターフェース，あるいはその機能を与えるソフト  

ウェアが理想であろう．筆者らはこれを「仮想個人図書館」と捉えている．この場合，「個人」とは全く一  

人の個人ではなく，グループの一人として捉えることが重要であり，このようなソフトウェアは情報共有  

を実現するグループウエアとしての機能も持つ必要がある．  

3．電子図書館プロトタイプシステムMCornucopia”  

3．1 電子図書館インタフェース  

マルチメディア電子図書館構想の一部を実現するプロトタイプシステム”Cornucopia”を開発した．Coト  

nucopiaとはギリシャ神話で物の豊かな象徴である「豊鏡の角」を意味し，ここでは情報や知識がほとば  

しり出てくるようなイメージを与えることを狙ってその名前とした．図2に同システムのホームページを  

示す．   

メディア変換サブシステムとしては，印刷文書の目次認識を行い，その認識結果のデータから検索を行う機  

能を試作した．蓄積・検索サブシステムには，マルチメディア文書管理サーバBibliotheca／InfbShareと全文  

検索サーバBibliotheca／Text．Searchを用いて，ビデオや音声情報を含むマルチメディア文書（HTML文書）  

を蓄積管理する．これらのサーバは，WWW（Ⅵbrld－WideWeb）のクライアントからHTTPプロトコルで  

アクセスできるように，ゲートウェイソフトBiblioもheca／Gatewayを介してインターネットに接続している．  

利用者は，MosaicまたはNet，SCaPeナビゲ一夕から，上記のBibliothecaで管理するHTML文書を全文検  

索機能で検索し，閲覧することができる．図3はNetscapeからアクセスしたときのBibliotheca／InfbShare  

の分・類型検索の画面例である．   

このシステムの特長は，クライアントソフトウェアにおける利用者の知的情報活動の支援する「仮想個  

人図書館」機能にある．前節で述べたように，単に情報を検索して見るだけではなく，情報の収集，分類  

整理，蓄積，再編集，発信という情報活動全体を支援することを狙っている．   

ここではとくに，仮想的な情報の個人的所有と再編集を可能とする方式とソフトウェアを試作した．著  

作権を尊重した上で，得られた情報を「自分のもの」と感じられるようにする方法として，TedNelsonに  
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－  l  

よって提案されてレ篭る首脚トラ，ンスタル佃ジョンを甘‡胤犯S㍍頂㍑5iomり拍別姓齢篭考え方針絡欄し駁すなわちタ  

情報の仮想的な「機先化」の方法たLて営情報のコンテンりジを持たずにダそのボインタ情報ぢアドレ弟憎  

報うのみを保存して汐必要なと麺に萎蕊再びアタセ弟サる方法であるや したが扉。て汐将来は見る澄をこその漫  

に応じた情報課金を行うことが鞘▲醜であるや   

革シ濃テふでは汐 この考え方を造本に，洩自のブラウザソフトウエア鑑㌻ま澗rまだ乾ヨgだ迅0ゆ汝を開発した弾利  

済瀞は汐W葦瞥Wから検索で得られた情報をこの茸嘉‡iOWま醍dg綬欝の臨kによっで欝丁鮎濫‰覚番を閲覧言㌦たり学 そ  

の－・山部に付箋をさ張ってアプチ如かヨンを柳ナることができる埠 アブテ仰かヨンは「胤な育た」の欝岬｛〃▲の風体  

機能である〃 図4およびに図5右二画面例を示すキ写寮やビデオ賂像は∇ラスで夕育ブックするこたによって  

削ウインドウに太重く教示きせることができる く閣5∋絆  

－     －                    －            －       － 1  
を開発してノダÅ草した情報の，【一部を登プり取って自分のスクラップブックに仮想的に切り張りすることを‾町  

龍とした（園6う鎗切り張りした情報ほ先述したようをこ情報の所在を示すボインタによって記録し夢 コン  

テン、プほ取り込まな㌦㌔や こが〕スクラップブックはテキス首、を挿入して自由各二編集することができる．スタ  

ラ、ジプブックを開くとプ かステムはボインタから自動的に原情報にアタセノ鼠して該当部分を抽注もして，あ   

ー   ヽ  －                   、－、、            ● －    － －  

するた芦 元の全文情緒を教示きせることがで塾るゆ  

＿    －   ．  ●   ＝．  －・・  ・   ・・・、   一     一－ 、  

． ．         ・    ・        ・：  

濃で表示削㌦る情報を自由に格納することができる∴分類の変更も自由に行える少 これらの本箱は内部的  

にほ矧耶劇∴翫酢翫紺㌣蘇現されて障る   

－ －  、  一    －●   1         － － －   －一一－ － －               ●  

、‾   ・・：．．       ・． 、・、－、：    ・・・・  
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隣3マプレチビェ．仰による分類検索  

蓼ツププ’ッタ・を議柑しで滑稽鞄職兼備を檻渡することであるが碧 これらの機能は現在開′党ゅである舗   

選溺設 定番げ廓㈱ジ情報職槻療  

甑皿明海楓腎磯部組㈲雛頼仰緋ほ瀾＝∴都鞭憎射凋磯雛泥舟野路ヤ鰻膚鵜讃  

当サる寒波璃一叫ジ汐）ぜメ仰ジを教示する磯能を持つ料 その検索画面例を提葺呂をこ示す弔 文奮認識の誤りを完  

螢に軽電すニたは不河能な職でク 認識で文字を確寝で重な㌦う藍遵は複数の候補を残して認識緒深を格納しタ  

検索時にはこ和曖練性を考感冒㌦た文字削せ岬チを行う方法をとるEノむ63や これ碁こよって認識誤り職影響を凝  

刃、㌔限にLて検索することが仰ごきるや この曖昧性を考慮した検索潜流によって汐 誤認識着こよる検索漏れのう  

ち教養摘を数えるこたを濃験的に確認した準 閲9は冒凍㌔菟－ジの構造解析の結果た，瓦字認識の結凝の例  

を示す郷藤絡弧で圃意れる文字野辺が確淀できなかった複数職候補文字である菌「丸 カ」「一夕 榊」「タ汐 汐」  

摘凱 羅鋸「離㌧斬＿jなどダ）例を見るこたができる。   

磯増 おわをj藍ニ  

ー             ー   ー         1            一  
越えた広か億瀾濾持って矩篭るや 著作権夕 課金と♭篭った課題新鮮決挙れな行ちた本当の「電子図書館」は寛視  

できな態篭挺魁篭う議論があるがプ ニれらにとらゎれなも篭情報‰多♭篭＃ たたえぼ夕 食業などの組織の内部で蓄  

積した時行重安って♭篭る情報をこのよう馴膏韓お品テ滋にのせるこた犯意義は太き亀㌔箋鵡 凝近夕 組織内利用  

のインタ仰藤ちぎ恥を「インす紅ラネ勺ニ㌔㌢b」と呼ぶがき ここで轟音㌦たか浣テふほこのような応黍汚にも澱転篭に有  

効である鎗   

技術には汐 拘溶からダラマブ♭チメディア検索芦 機械翻訳による多言語検索ダ エ陳ジェンlゝを鞘♭もた広域分  

散情報検索などの検索高鑑渚ヒ攫衝汐 驚愕櫓タープアランス方式や課金方式汐 およびプライ㌔雫か仰保護なと甘の  

ーー㍑仁一【   



提言璃ブックメタファ輌による立番の衆示  

シぷ、テム的な技術課題をさらに解決Lて♭㌔くことが求められる鴎 げンダーネッ恥」ニ＆ニはすでに膨灘な情報  

が乗ってむ㌔るがダ 現在は玉石混繍であ碁ヨ，分野晦に倍締困㌘きる情報や評価の高♭う情報ともうったものが利用  

者に分かをヨやすく獲藤で藩るような手段も慶安こであるや   

インタ…ネットでの先進的な利用ほ始まりつつあるもののタ 本格的な普及はこれからであるや 社会的に  

はヲ 有用かつ価額の寓♭う電子ギヒ情報をタ ある規模以上に番精しながらシステムを構築するこたによりク エ  

のようrなシステムの有効性を絶食に示してレう乾ことが盛二賓｝一㌘ある¢  

夢馨文献   

［ヱヨ安達音乳橋爪広遠：「欧米における『電子撰者館』プロジェタト」タ情報処理汐 Vo且．ヨ3，腎0．鼠0ぅpp．  

鼠鼠5∠を…且鼠6且∈「199望w且扮）  
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〔塾〕安達淳学外；「学術文献を対象とした電子図審館かステムの構成法」芳情緒処理学会情報学基礎研凰慧9岬7  

汁銅器射  

〔53締本鰹博芳 書田轡三：「嘗監予閲審館寛厳システムの開発」ブ 訂’篭Jヨ‡昔S打，敬呈．購パ抱∴勘郡．那㈲恩掴  

吏1995－5∋  

［6〕場泰治凱諸矯正率夕外汗電子逆膚館‡綱将来像鵬」ク情報処理学会第」逢9桓愴経書東条夕魂一都唱拍那轍9う  
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閲5付箋によるアブず一細かヨン起動画抑衆添  

弼＝軋獣は軌感動1打翫ふ壷闇二妹融パ軋”汎紳湖紘一汲農e甑空舶㍑－ご濠服摘ぷ京若緑前庭勘∵雛鉦・掛勘了鶴丸ノ勘若膵  

慧翌7州・慧3慧宰且995  

£9〕藤滞浩道学鴫好鳳外：ぎ～マルチメディア内容検索のための濃審漸像濁他の自動登録」漕電子計算機相互  

遅済ず血夕べ仰濃か濃テム鴫講演予稿藻習 温59血i6惑釘胤99且叫i笥．ラ  

附潤㈲雛㍉働弧瀾甘利路射糾澤翻針漸酢－00汐璃仰濃甘鼠鬼欝監朋鬼馳泥＿音夕電刊膏鞄邁倍率愈  

錐針ぺ璃済紅肇爛聯激駄 賃欄緋胤勘抑制描郎髄舶載  

訂且且ヨ濃敬晃銅貨田ゆ譲：「カラ加・貰どずオ醜儒壷こおける菌数索引紺け法と物播探索法」芳情渇処理率教諭覚誌少  

閑鉦冴勘飾乱戦鮮か鍼淋鍋針胤99慧一郎  

〔鼠L2ヨ辻乳間瀬鼠雄学外：「テキ濃吾≠躊動労憾エキ戊ダ頂輌かシ濃テムの…小樽成法」き情報処理学資′察凌9回  

数瓢触凱 3射机髄鋼や  

［温33和歌蛙蘭学難；「タライアントサ州パで壌現する統合立番情報システム伽済ま翫i豆扮鼓盈｛は㌫諷」夕 日立野落筆翫鼠■  

郡＼苧わ，翫 遷神．絡㍑消＝ほ絡潮  

こ温趨〕野鮒浩郷夕伊佐猥均ぎ外：「魔報ブ㌔Jず好きぷニイ時代のテ針鼠か情報へ職知的ア汐七議」プ情報処理深閑温ネ  

那パ痛∴畑紺㌧川棋㍑闇一旦き  

こ温5遜昔1．ネル：㌦ン：「了プチ漕ぎj脚マーシン00♂㌔ゼ㌦環血テキ1鼠卜感謝」予滑内野斎藤監訳クアズキ仰出版をi99竣－10う  
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園6戊タラップブックによ馴膏韓紛汚濁巣  

閲7憫Å審磯Ⅷ加減瀾㈹臨地脛による設濱潤磯磯城憾   
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園卜誤文啓認識を応用した㌦Fメ叫＄ぎ濃藩の検索  
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（亘行抽出結果  

（l（tiltle‖［カカlテゴリ〔－－】を組み合わせたニュトー］テルネットワ［－－】クによる  
顔画像認識‖）  

（；ltlrll【）r，■谷［萩荻】隆嗣 高野裕昭一■）   

（Pa夢■■215l“））  

（2一曲1e－－LoG可変フィル〔タタjによる高精度可変ハフ変換ハフ空〔間問】の周波数溺〔析  
析1に基づく可変フィル［タタ】の設計一っ  

（aurl川r■－蘇本正志 末永密に‖）   

（P三脚  ‾～‾、 

（b）各情報の認識結果  

図9 目次イメージ構造解析と文字認識  
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